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市
醒
賜
繹
の
申
窃
償
お
踏
め
に

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

Q
月
7
日
か
ら
3
月
妬
日
ま
で

　
　冨

皇

（齢

）

　
平
成
六
年
度
の
市
県
民
税
の

申
告
は
、
二
月
七
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
期
限
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
が
怠
る
と
、
児
童
手
当
、

福
祉
年
金
、
保
険
給
付
、
融
資

用
証
明
、
住
宅
入
居
、
保
育
所

人
所
、
奨
学
金
貸
付
、
母
子
栄

養
強
化
事
業
な
ど
の
住
民
と
し

て
の
特
典
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
に
支
障
が
あ
り
、
大
変
不

利
に
な
ー
ー
ま
す
の
で
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
な
ら
な
い
人

　
平
成
六
年
一
月
一
日
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
こ

の
ほ
か
の
事
業
）
や
給
与
所
得

（
賃
金
な
ど
）
、
公
的
年
金
な
ど

の
所
得
、
資
産
所
得
（
利
子
・

配
当
・
不
動
産
）
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

割
鐘
趨

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
人
や
、
平
成
5
年
分
の

確
定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出

す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
▼
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
人

▼
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
災
害
、
盗
難
な
ど

の
雑
損
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
人

　
申
告
の
際
の
注
意
点

　
漁
業
、
営
業
、
農
業
、
不
動

産
や
そ
の
他
の
事
業
所
得
な
ど

の
あ
る
人
は
、
帳
簿
や
領
収
書

を
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
帳
簿
を
つ
け
て
い
な
か
っ

た
り
、
整
理
を
さ
れ
て
い
な
い

と
、
受
付
に
か
な
り
の
時
間
が

か
か
り
ほ
か
の
方
に
大
変
ご
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
後
日
再

来
重
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
帳
簿
等
は
必
ず

整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
移
動
相
談
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
移
動
申
告
相
談
は
別
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
日

時
に
相
談
を
受
け
、
申
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
口

に
申
告
で
き
な
い
人
は
、
申
告

期
限
内
（
執
務
時
間
中
）
に
市

税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
最

終
三
日
間
は
中
央
公
民
館
）
が
、

締
め
切
り
間
際
は
、
大
変
混
雑

し
ま
す
。
早
め
に
済
ま
せ
る
よ

う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
存
じ
で
す
か

　
税
金
を
計
算
す
る
際
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
控
除
が
あ
り
ま

す
。
申
告
会
場
で
は
、
忘
れ
ず

知らせ税

生
目
ら

所
は
始
臥2月16日かε

台まります。

　平成5年分の所得税の確定申告

は、2月16日から始まります。申

告・納税期限は3月15日までです。

　延岡税務署では、申告用紙やパ

ンフレットとともに、相談案内日

をお知らせしています。申告書が

送られてきた人は、申告書に目を

通し，必ず指定された日に、申告

を済まぜてください。

　日向市では、2月22日、23日、

24日、25日の4日問（午前9時か

ら午後4時まで）、中央公民館で

受付します。

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
老
年
者
控
除
…
申
告
者
本
入

が
満
六
十
五
歳
以
上
の
場
合
◇

寡
婦
（
夫
）
控
除
…
夫
（
妻
）

，

と
死
別
ま
た
は
離
婚
し
た
方
◇

障
害
者
控
除
…
申
告
者
本
人

又
は
扶
養
親
族
が
、
障
害
者

に
該
当
す
る
場
合
（
障
害
者

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
◇

勤
労
学
生
控
除
…
働
き
な
が

ら
学
校
へ
通
っ
て
い
る
場
合
。

こ
の
他
に
も
控
除
が
あ
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
、
市
税
務

課
市
民
税
係
（
倉
内
線
2
1
1

5
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
日
に
必
要
な
書
類
〕

▽
申
告
書
と
印
鑑
▽
所
得
の
計

算
に
必
要
な
書
類
（
会
計
帳
簿
、

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
な

ど
）
▽
医
療
費
・
災
害
・
盗
難

損
失
な
ど
の
証
明
書
、
領
収
書

及
び
関
係
書
類
▽
国
民
健
康
保

険
税
、
国
民
年
金
保
険
料
の
証

明
書
▽
】
般
の
生
命
保
険
料
、

個
人
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明

書
▽
そ
の
ほ
か
、
収
入
や
経
費

に
関
係
の
あ
る
書
類

　
奥
様
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
パ
ー
ト
収
入
は
、
通
常
、
給

平成6年度市県民税申告相談所開設日程表
与
所
得
に
な
り
ま
す
が
、

月日 曜 時　　間 場　所 地　　区　　名

2／7

9：30－15：30 下原町公民館 原町．鶴町、新生町高砂町　　　　　　「

月
9：00～15：30 市役所 中町，南町凍草塚西草場

8 火

9；30－15：30
堀一・方公

ｯ　　館

浜町、伊勢ケ浜、中堀
ｬ、平野町、山手町、

x一方、平野、深溝

9：00－15：3 市役所 都町、春原、春原町

水

9：30～15：30 曽根公民館 蝦町，塩田塩田団地古田
9

9：00～15：30 市　役　所 L町、花ケ丘、迎洋園

9＝30～12100 細島公民館 清正、吉野川、地蔵

10 木13130～15130 櫛の山集会場 公園通り、櫛のII」団地

ま五要こ算所に　　別定十が　　はが千が与す万経れす得よな控の五百まか受円百房の円費らる又るお除要万万たかけ）万待で）ののこは収　’が件円lq　’り　らま円1

の最所と事入内受の未をパまれで＿有
N特低得に業に職け下満超1せまな月1
F目保にな所つやらにでえ．トんすら平ま
Sが証つり得い保れ　’あてに　。し配均づ万受額いまとて険ま配れもよ　　’偶約力円け＿てすしは外す偶ば　’る　　所者八まら六もがて　’交　。者　’百年　　得控万奪でれ十日　’計雪駄　　特一三収　　税除三月

ﾍ円年なあえ　　ご控話芸　　　　　　　　り1
�|ll繋）に万のにが超　　をも特考　　1　　　　　な　　　　　　　　　　　　　ま一だ除朱

9：00－15：30 市役所 本町、日向台

14 月

9：30～15：30 江良公民館 江良町、永江町、永江

9：00－15：30 市役所 北町、中原、高見橋通り
15
火 9＝30～15；30 美々津公民館 剥府、贈、こ誌新町、砿余麺

16

水 9：30～15130 高松公民館 高松、宮の下、落鹿

17 木 9：30－15：30 比良公民館 比良、比良町、川路団地

金
9：30－15：30 松原公民館 松原、沖町

18

9＝00～15：30 市役所 広見
21 月 9＝30－15：30 切島三区公民館 切島山1区2区
22
火 9：3⑪～15130 富島漁協 庄苑婚開、販宮の上、離釜

23
水 9：30～15：30 奥野公民館 奥野

騨7　7

9：30－12：00 永田公民館 永田
｝

受　・

す下しの満」万　’対σ：

@円立憲ノ
@以のには
@下合な　の計れ酉

i鶏　限額＿男　りがた控

24 木
13：30～里5：30 田の原公民館 田の原 ●

金

9；30－12：00 西川内公民館 西川内
墜

∂

圖 口

25

13130～15130 本谷公民館 本谷

28 月 9130～15130 南日向公民館 翻東，翻中、闘西，針浜，棺

3／1 火

9：30－12：00 梶木公民館 梶木、梶木町

13＝30～15；30 庄手公民館 庄手、大王谷、大王町

2 水
9＝30～12＝00 秋山公民館 秋留

13：30－15＝30 美砂公民館 美砂、曙

3 木

9：30～12：00 亀崎東公民館 亀崎束・中・南、向江町

三色内は五をすいめるいくをの
撃結a1撫1。税青写方十告まろ認すづし請得

13：30～15：30 畑浦公民館 畑江

4 金 9130－15：30 往還公民館 往還．往還町

7 月 9：30－15130 往還公民館 山下、山下町長江団地

8 火
9：30－12つ0 籾木公民館 籾木

13：30～15：30 鵜毛公民館 樗毛

9：30～置2：00 農村婦人の家 中村 パ　一　ト

ﾌ年収

夫の所得
ｩら配偶者

T　除　が

夫の所得
ｩら配偶者

ﾁ別控除が

自分自身に
9 水

13＝30－15＝30 新屋市会館 一掴市，権現原潟の財田東口 所得税が 市県民税が
10 木 9：30－15＝30 日向漁協 遠見、幸脇、飯谷　　　．

99万円以ド 受けられる 受けられる かからない かからない
11

金

豆4 月 9：30－15：30 中央公民館

上記口までに申告でき
ﾈかった人
ｦ当期間は、市役所での
�tはいたしません。

99万円超

P00万円以下
’愛けられる 受けられる かからない か　か　る

15

火
100万円超

P35万円未満
受けられない 受けられる か　か　る か　か　る

※税務署に申告書を提出される方は、市県民税の申告書を提出する必要はありません。 135万円以上 受けられない 受けられない か　か　る か　か　る

年
収

は
下
表
と
同
じ
取
り
扱
い
に
な

未
満
の
方
は
、

5



友
好
都
市
灘
坊
市
へ
の
旅

9
｝
．

℃

噂

第
2
回
世
界
風
箏
大
会
参
観
市
民
友
好
交
流
団
を
募
集
し
ま
す

i　
　
友
好
都
市
碓
坊
市
で
開
催
さ
れ
る
世

　
界
風
箏
（
凧
あ
げ
）
大
会
は
有
名
で
、
世

晒
固
界
各
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪

・．

A
・
れ
ま
す
．
．
本
年
は
、
そ
の
第
1
1
回
大
会
。

賞
　
B
向
市
灘
坊
市
交
流
促
進
協
議
会
で

　
は
、
市
民
友
好
交
流
団
員
を
募
集
し
ま
す
．
．

∴　
旅
行
日
程
1
1
4
月
1
8
H
（
月
）
！
2
4
日

昆　
　
（
日
）
7
日
間

」
　
募
集
人
員
1
1
日
向
市
民
1
5
人
（
1
8
歳
以

　
上
．
、
た
だ
し
学
生
は
除
き
ま
す
」

　
　
※
団
長
、
通
訳
等
数
名
が
随
行
し
ま
す
．
、

　
旅
行
経
費
1
1
昨
年
程
度
（
1
8
万
円
〕
の

　
予
定
で
す
．
．
た
だ
し
、
中
国
の
事
情
で

　
若
レ
の
変
動
が
“
r
測
さ
れ
ま
す
，
〔
経

　
費
の
内
容
は
国
際
航
空
運
賃
、
中
国
内

　
交
通
費
、
中
国
内
滞
在
費
で
す
」

　
　
※
協
議
会
が
、
旅
行
経
費
の
．
部
を
助

　
成
し
ま
す
．

　
申
し
込
み
方
法
”
所
定
の
申
込
書
を
、

　
日
向
市
雑
紙
市
交
流
促
進
協
議
会
事
務

　
局
・
市
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
〔
申
込
書
は
、
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

　
募
集
期
間
1
1
2
月
1
0
H
か
ら
1
5
日
ま

　
で
．
バ
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
，
）

　
v
て
の
他
1
1
へ
主
父
王
団
確
定
後
、
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
程

　
を
開
催
し
ま
す
。
珍
こ
の
旅
行
の
諸
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
配
は
、
委
託
し
た
旅
行
社
が
行
い
ま
す
。
行

問
い
合
わ
せ
闘
日
向
市
甥
市
父
流
促
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
総
務
課

　
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
燈
内

　
線
2
2
2
2
）

月　　日 発地時間 交通機関虚名 着地時間 宿泊地 予定参観地
4月18日 福　岡　15：3〔｝ CAg16 北　京　17：30 北　京

】3：30福岡空港集合

k京到着後ホテルへ

19日 北　京 万里の長城、故宮、
V安門広場参観

20日 北　京　08145 チャーター 1維　坊　⑪9：45 灘　坊 竿前：維坊着後観光
驕@＝前夜祭参加

21日 灘　坊 風箏左会参加

22日 誰　　　坊 バ　　　ス 占＝　　島
午前＝青島へ庫矛二後＝寿島市内観光

〃 占；島　19：15 MC5508 ヒ　海　2〔｝130 ヒ　海 夕刻＝ヒ海へ

23日 ヒ　海 終日：市内観光

24日 上　海　1．1：00 MU513 福　岡　16：25 竿前；ショッピング

h後：帰国の途に

ズ⑦工
Acquired（後天性）

Immune　（免　疫）

Deficiency（不全＞

Syndrome（症候群）

　エイズの治療法はまだ見つ
かつていません。でも，エイス

患者を助ける薬やエイズの治療

法を見つけようと，日夜研究が
続けられています。

エ
イ
ズ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
皿

輸
血
等
に
よ
る
感
染

日
本
で
は
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検

査
と
凝
固
因
子
製
剤
の
加
熱
処
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
血
液
媒

介
に
よ
る
新
し
い
感
染
者
は
出
て
い
ま

せ
ん
．
、

エ
イ
ズ
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
「
エ
イ
ズ
な
ん
て
ど
う
に
か

な
る
さ
」
な
ん
て
思
わ
ず
、
真
実
を
知
っ

て
用
心
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

6

前
回
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
エ
イ
ズ

の
感
染
原
因
の
一
番
多
く
は
性
行
為
を

通
じ
て
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、

　
〔
↓
注
射
器
の
共
用
に
よ
る
感
染

　
②
母
親
か
ら
子
供
へ
の
感
染

　
③
輸
血
等
に
よ
る
感
染

が
あ
り
ま
す
。

注
射
器
の
共
用
に
よ
る
感
染

麻
薬
や
覚
醒
剤
等
の
注
射
器
の
ま
わ
し

打
ち
等
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
な
お
、

医
療
機
関
や
針
灸
院
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
使
い
捨
て
か
、
厳
重
な
消
毒
が

し
て
あ
り
問
題
あ
り
ま
せ
ん
．
、

母
親
か
ら
子
供
へ
の
感
染

出
産
時
や
母
乳
等
に
よ
り
感
染
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
．
．
子
供
の
感
染
か
ら

発
病
ま
で
の
期
間
は
大
人
よ
り
短
く
、

ま
た
母
親
も
出
産
に
よ
り
悪
化
し
や
す

い
と
昌
．
ロ
わ
れ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ④
・
柔
0

偏
見
や
誤
解
を
無
く
し
て

　
　
　
　
　
　
エ
イ
ズ
予
防

Q
　
H
l
V
に
感
染
す
る
と
す

ぐ
に
エ
イ
ズ
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？

A
　
い
い
え
。

　
最
初
に
感
染
し
た
と
き
に
は
、

元
気
な
リ
ン
パ
球
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
症
状
は

出
ま
せ
ん
。

　
ウ
イ
ル
ス
は
時
間
を
か
け
て
体

の
中
で
増
え
て
い
き
ま
す
か
ら
、
体

の
抵
抗
力
が
全
部
破
壊
さ
れ
る
ま

で
に
は
か
な
り
の
時
圏
が
か
か
り

ま
す
。
8
～
1
0
年
で
発
病
す
る
人
が

約
5
0
％
と
＝
＝
ロ
わ
れ
て
い
ま
す
。

冒
ノ

　
最
初
に
、
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

正
月
は
ど
う
で
し
た
か
？
私
は
近
畿

地
方
に
旅
行
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
今
月
は
そ
の
旅
行
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
三
十
日
の
十
一
時
に
神
戸

港
に
着
き
ま
し
た
。
ま
ず
神
戸
か
ら

快
速
電
車
で
姫
路
に
行
き
ま
し
た
。

乗
っ
た
全
部
の
電
車
は
大
変
き
れ
い

で
し
た
。
ア
デ
レ
ー
ド
の
電
車
に

乗
っ
た
ら
、
ま
ず
暴
走
族
た
ち
の
い

た
ず
ら
書
き
や
、
椅
子
な
ど
の
破
損

に
気
づ
く
で
し
ょ
う
、
な
か
な
か

困
っ
た
事
で
す
。
し
か
し
、
近
畿
地

方
の
電
車
に
は
そ
う
い
う
問
題
が
全

然
無
い
よ
う
で
す
。
日
本
人
は
電
車

や
バ
ス
な
ど
を
本
当
に
大
切
に
す
る

み
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
に
も

こ
の
よ
う
な
誇
り
が
あ
っ
た
ら
う
れ

し
い
で
す
。
　
私
は
、
二
つ
の
理
由

で
姫
路
に
行
き
ま
し
た
。
一
つ
は
、

姫
路
と
ア
デ
レ
ー
ド
は
姉
妹
都
市
の

関
係
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
姫

路
城
は
大
変
す
ば
ら
し
く
て
き
れ
い

な
城
だ
と
聞
い
た
か
ら
で
す
。

駄
，

辱

野
、
　
　
b

　
　
　
P
「

　
翫
．
．
甑
堀

　
外
か
ら
見
た
姫
路
城
は
本
当
に
き

れ
い
で
し
た
が
、
そ
の
日
は
城
の
休
日

で
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
美
術
館
も
博
物
館
も
閉
ま
っ
て

い
ま
し
た
．
と
て
も
残
念
で
し
た
。

　
三
十
一
日
の
天
気
は
と
て
も
悪

か
っ
た
で
す
。
そ
の
朝
、
新
決
速
電

車
で
京
都
に
行
き
、
京
都
駅
か
ら
東

本
願
寺
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
い

る
間
、
雨
が
た
く
さ
ん
降
り
ま
し
た
、

そ
の
日
私
は
と
て
も
古
い
運
動
靴
を

は
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
靴
の
底
が

く
さ
っ
た
よ
う
に
な
り
、
私
の
靴
下

ど
足
は
ぐ
し
ょ
濡
れ
に
な
り
ま
し

た
。
と
て
も
気
持
ち
悪
か
っ
た
で
す
。

次
に
．
一
条
城
に
行
き
ま
し
た
が
、
あ

O
島
関
正
月
・
そ
の
二

日
本
人
は
、
電
車
や
バ
ス
を
本
当
に

大
切
に
す
る
み
た
い
で
す

い
に
く
こ
こ
は
姫
路
城
の
よ
う
に
閉

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
京
都
御

所
に
行
き
ま
し
た
が
こ
こ
も
閉
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
雨
は
再
び
強
く
な
り
、

私
の
京
都
に
対
す
る
興
味
は
そ
の
と

き
完
全
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
た
っ
た
三
時
間
の
京
都
で
し
た

が
、
私
は
日
向
に
帰
っ
て
早
速
新
し

い
靴
を
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
次
に
大
阪
に
行
き
ま
し
た
。
大
阪

の
天
気
は
京
都
よ
り
も
良
く
て
助
か

り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
し
て
散
歩
に
出
掛
け
ま
し
た
．
．
実

は
、
私
は
大
阪
で
特
別
変
わ
っ
た
ビ

ル
を
見
た
か
っ
た
の
で
す
，
こ
の
ビ

ル
は
大
阪
駅
の
近
く
に
あ
り
、
ビ
ル

の
五
階
か
ら
七
階
部
分
を
道
路
が

通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
物

は
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
そ
う
で

す
。
こ
の
ビ
ル
を
見
つ
け
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
．
．
い
ろ

い
ろ
な
位
置
か
ら
写
真
を
撮
り
ま
し

た
，
と
て
も
珍
し
い
も
の
だ
か
ら
、

観
光
名
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
大
み
そ
か
の
真
夜
中
に
お
初
天
神

に
行
き
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
お
も
し

ろ
く
な
か
っ
た
で
す
．
、
祈
り
を
捧
げ

る
人
の
大
部
分
は
若
い
人
達
で
し

た
。
み
ん
な
祈
り
を
捧
げ
る
と
す
ぐ

帰
っ
た
の
で
雰
囲
気
も
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
阪
駅
や
そ
の
周

辺
も
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
は
全
然
な

く
、
も
っ
と
大
き
く
て
に
ぎ
や
か
な

こ
と
を
期
待
し
て
い
た
私
は
少
し

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

　
元
日
、
私
は
大
阪
城
に
行
き
ま
し

た
。
途
中
天
満
天
神
を
通
り
ま
し
た

が
、
初
詣
で
客
が
と
て
も
多
く
、
い

ろ
い
ろ
な
売
店
や
ゲ
ー
ム
や
他
の
活

動
も
行
わ
れ
て
い
て
、
楽
し
く
て
に

ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
．
、
着
物
を

着
た
女
性
が
な
か
な
か
多
く
み
ん
な

大
変
き
れ
い
で
し
た
。

　
一
日
の
夜
に
フ
ェ
リ
ー
で
日
向
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
．
．
行
き
も
帰
り
も

旅
客
が
と
て
も
多
く
よ
く
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
フ
ェ
リ
ー
は
安
く
て

便
利
だ
と
思
い
ま
す
．

　
大
体
こ
の
旅
行
は
と
て
も
楽
し
く

て
お
も
し
ろ
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
．
旅
行
の
後
し
ば
ら
く
は
足
が
痛

か
っ
た
で
す
が
、
不
平
を
言
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
帰
っ
て
か
ら
新
し

い
運
動
靴
を
買
い
ま
し
た
の
で
、
今

度
ま
た
京
都
に
行
っ
て
雨
が
降
っ
て

も
、
私
の
京
都
ぺ
の
興
味
は
な
く
な

ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
．

日向路だより

【東郷町】

第14回牧水ロードレース大会

　早春の坪谷路で健脚を競う、

牧水ロードレース大会が今年も

開催されます。

　競技は、小学生の部から一般

の部、そして親子で宣言タイム

を目指して走るファミリージョ

ギングまで、九つの種目で行わ
れます。

と　き■2月13印即

ところ■牧水公園

【北郷村】

火伏せ地蔵さん

　　「宇納間地蔵尊大祭」

　今からおよそ1200年の昔、時

の名僧・行基菩薩が一刀入れる

毎に三礼をもって彫ったとされ

る二仏と伝えられています。火

伏せ地蔵として信仰が厚く県内

外から多くの参拝者で賑わいま

【椎葉村】

生涯学習フェア

2月25日〔金ト27日目｝に、編み物、

手芸、陶芸、手話、大正琴など生涯

学習講座の祭典が行われます。

25日◇夜なべ交流会

26日◇「せんだみつお」特別講演

27日◇1日体験講座

ところ■椎葉村開発センター

第
1
0
回
日
向
市
民
文
化
講
演
会

講
師
羽
　
仁
　
　
進
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
映
画
監
督
〕

と
　
き
◇
平
成
6
年
3
月
4
日
（
金
）

　
　
　
午
後
7
時
開
演

と
こ
ろ
◇
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

入
　
場
◇
無
料
（
整
理
屋
が
必
要
）
入

場
整
理
券
取
り
扱
い
所
◇
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
、
中
央
・
日
田
屋
・
細
島
・
南

日
向
・
美
々
津
の
各
公
民
館
、
市
教
育

委
員
会
　
社
会
教
育
課

7



9

諺
《100》

住吉神社の鳥居
文｛開についての問い合わせば市社会薮育課（君内雄2424）へ

　
お
倉
ケ
浜
海
水
浴
場
の
入
目
か
ら

南
に
向
か
っ
て
坂
を
登
る
と
、
左
側

に
大
ぎ
な
鳥
居
〔
昭
和
4
年
建
立
〕

と
石
段
が
見
え
て
き
ま
す
。

　
こ
こ
宮
ノ
上
に
鎮
座
す
る
住
吉
神

社
は
昔
か
ら
海
ヒ
交
通
の
守
り
神
と

し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
．
、
入
日

の
鳥
居
か
ら
本
殿
に
向
か
っ
て
少
し

登
る
と
小
ぶ
り
の
鳥
居
が
見
え
て
き

ま
す
、

　
こ
の
鳥
居
は
御
影
石
で
作
ら
れ
て

お
り
．
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
が
あ

り
、
向
か
っ
て
右
側
の
柱
に
「
奉
寄

進
」
の
文
字
、
左
側
に
は
「
平
岩
村

松
葉
政
治
」
の
印
刻
が
あ
り
、
ま
た

右
の
裏
に
も
「
安
政
三
年
置
．
辰
八
月

L
目
日
一
の
文
思
子
、
左
の
L
畏
に
も
「
大

坂
炭
屋
町
」
、
刀
仁
工
、
み
か
げ
屋
新

一．

D
郎
」
の
印
刻
が
あ
り
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
鳥
居

は
今
か
ら
．
百
三
卜
年
以
上
も
前
に
、

大
坂
の
石
工
（
新
三
郎
）
が
作
っ
た

も
の
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
際
、

新
三
郎
が
わ
ざ
わ
ざ
目
向
に
ま
で
出

向
い
て
鳥
居
を
作
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
の
で
、
い
っ
た
ん
大
坂
で
作
っ

た
も
の
を
船
で
運
ん
で
き
た
も
の
で

し
ょ
う
．
、

　
大
坂
と
目
向
の
間
は
早
く
か
ら
開

か
れ
て
い
た
瀬
戸
内
海
航
路
を
通
し

て
結
ば
れ
て
お
り
、
特
に
本
市
の
場

合
は
細
島
と
美
々
津
と
い
う
二
つ
の

良
港
を
も
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
人
や

物
が
活
発
に
行
き
来
し
て
い
ま
し

た
、
住
吉
神
社
の
鳥
居
は
、
そ
う
し

た
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
史
料
で
も

あ
る
わ
け
で
す
．
．

　
鳥
居
は
［
本
固
有
の
物
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
ま
す
が
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て

き
た
と
す
る
見
方
も
あ
り
ま
す
。

　
実
際
、
目
本
の
文
化
と
多
く
の
共

通
点
を
も
つ
と
言
わ
れ
る
雲
南
省
の

少
数
民
族
の
中
に
は
集
落
の
入
口
に

鳥
居
の
よ
う
な
木
の
門
を
建
て
、
そ

の
ヒ
に
鳥
戸
鶏
）
の
形
を
し
た
飾
り

を
つ
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で

す
．
．
鳥
居
に
も
い
く
つ
か
の
謎
や
歴

史
が
秘
め
ら
れ
て
い
そ
う
で
す
，

一A　　幣．A惚‘隔
S．霞　η．爵’ぞ粘轟・

（百

g
神
社
の
鳥
居
）

▲一生に一度の成人式

1月15日の成人の日、市文化交

流センターで「成人の日』式典

が行われ、日向市では，晴れて

723人が大人の仲問λりをしま

レいっかは日向で個展を

日向市出身でパリ在住の

画家・佐々木敦子さん
が、この度フランスて行

われた、サロン・ビゥ
トールシヨッケ賞コン
ウールで、日本人として

初めて大賞を獲得しまし

た。　　　　　　　　一

した。新成人者代表の服部圭介

さんと村田裕子さんの二人が
「自ら考え、自らを動かす人間

となるよう努力します」と、）

強く宣誓しました。

　　　　　　　　　　　　も
L報ひ弓うわ・に載った：ぎ真を差しエけます，

1
．
ム
へ

前もって係まてお電註を．

　　　★連絡先　市企画課・広報統計係費522111
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橋
本
馬
恵

ト
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チ
ド
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シ
ケ
ノ

岸
本
マ
ツ

ホ
ソ
エ

ベ
　
ン

勇
夫

カ
ネ
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児
竜
壬
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
児
童
手
当
の
2
月
定
期
支
給

（
1
0
月
～
1
月
分
）
を
、
2
1
1
1
0

日
（
木
）
に
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
目

座
に
振
り
込
み
ま
す
．
、

く
わ
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
児

童
母
ツ
r
係
ρ
君
内
線
2
1
6
4
〕

へ
、

〈敬称略〉

香典返し（12月31日現　　在）

〈社会福祉協議会扱分〉
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▲今年もやりました初泳ぎ大会

1月1日早朝、金ケ浜海水浴場で、初泳ぎ

大会が行われました。大会には，小学生か

し，

．．ξ．

　．一r．一．；’ξ「．．二．1．　一

　．舗一．’一‘　曜
▲400人が参加！平岩どんど焼き

1月9日、お倉ケ浜の舟人で平岩地区

たこあげ大会とどんど焼きが行われま

した。浜には、約400人の地区の人が

集まり大いに賑わいました。

　
き
6

ら80歳の方まで約30人が参加し、海中で初

日の出に手を合わせ、一年の健康と安全を

祈願しました。

フォト
＝ニュース

▲新春の空に七色の放水

新春恒例の消防出初め式が1月5日お倉ケ浜運動公園で行われました。

観閲につづき、消防団による七色の一斉放水が行われ．、観客から歓声が

湧き起こりました。

献血は心の贈りもの
　　2月のスケジュール

oo

盾盾

o3
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Oﾐ

匠
励
敦
駄
ﾐ

～
心
一
一
ﾐ

oo

co

盾盾

oo

3件　　1 　　28人　　1



　　　国民年盒のはおし

一20歳になったら国民年金一

　国民年金は、みんなが参加し、現在そして

将来の安心を支えあう制度です。平成3年4月

1日から20歳以上の学生のみなさんも全員、

国民年金に加入することになっています。

《20歳からの加入で2つの安心》

1．20歳から60歳までの40年間保険料を納

めることにより、満額の老齢基礎年金を65

歳から一生涯受けられます。納めなかった「

期間があると、その分将来にわたり減額さ

れます。卒業してからではこの40年を満た

すことができません。

2国民年金に加入していれば、万一病気

やけがで障害が残ったとき、障害の程度によ

り障害基礎年金を受けられます。若いとき

の不測の事態にも備えられる制度なのです。

ただし、保険料を納めない期間が3分の1

以上あるときは、障害基礎年金を受けとる

ことはできません。

●保健婦だより●

ご希望の方は市

健康管理セン
ターまでおいで
ください。）

　　　　豆を見直しましょう

　お正月に「マメで達者で暮らせるよう

に」という意味で「黒まめ」を食べた方

も多いでしょう。また、もうすぐ節分で

すが、昔から節分の「豆まき」など生活

の中で「豆」との結び付きばたくさんあ

ります。だんだん食卓より姿を消しつつ

ある現在、あらためてその価値を見いだ

してほしいものです。

　畑の肉と言われる大豆は、植物性食品

でありながら、卵や肉に近い良質のタン

パク質をもっています。また最近、何か

と注目される繊維も多く、脂肪やカルシ

ウム、ビタミンBl、B2も含んでいま

す。もっと「まめ類」をみなおし、ふだんの

生活に取り入れましょう。水煮缶など料

理しやすい形としても売られています。

（30名の方に大

豆料理の冊子を

差し上げます。

　　　　　　　　　・19．　⊆フ

　　　　　　　　　：6／

禰
11

＠「きれ唆藷緊急
　市では、昨年4月からこみの収集を全市域でステーション

方式にしました。ごみ出しについては、次のことを守ってい

ただき、・お互いに「きれいなまちづくり」を目指しましよう。

1．こみの分別について

　こみは、燃えるもの、燃えないもの、粗大こみ、乾電池の

4つに分別してください。

　プラスチック類（ペットボトルなど）は燃えるものです。

自転車、冷蔵庫などの電気製品、大型の家具類などは粗大こ

みです。粗大こみは、清掃車では収集できないため、直接処

理場に持ち込んでください。

2．こみ出しについて

　こみは、収集日の朝8時40分までに決められたステーショ

ンに出してください。

　前日から出したり（前出し）、清掃車が収集した後で出し

たり（後出し）することはやめましょう。

3．こみ減量化推進員について

　1月から各自治公民館に一人「日向市こみ減量化推進員」

を置くこととしました。推進員さんにはこみの減量化を推進

していただきますが、ステーションを巡回するなどして、ご

み出しのマナーの指導もしていただきます。市民の皆さんの

こ協力をお願いいたします。

4．資源の集団回収の推進について

　平成4年度では、180団体のこ協力で730トン以上の資源が

回収されました。古紙類、ビールびんなどを回収すれば市の補

助金が受けられます。今後とも積極的な回収をお願いいたしま

す。（集団回収に関するお問い合わぜ・申請などは市民課まで）

主伍履市側費督決uました
　近年の出生率の低下等に伴い、「子どもが健やかに生まれ

育つための環境づくり」が社会全体の大きな課題となってい

ます。地域において児童福祉に関する問題等を専門的に担当
する．主任児童員を、国は国際家族年である今年1月1日付で

創設しました。従来の区域を担当する児童委員との一体と
なった活動が望まれます。

主任児童委員

地　区 氏　　　名 住　　　　　所 電話番号

弓　削　　　淳 幸脇l154番地1 58－0841岩　脇・

@美々津 児　玉　守　彦 平岩10753番地40 57－1839

山　本　壽　子 塩見4643番地 53－6037財光寺・

@塩　見 江　川　惣一郎 比良町2丁目87番地 54－6934

児　玉　典　子 北町5番8号 52－7550

日高・枝郷
宮　森　チ　ワ 日知屋12343番地の1 52－7047

黒　木　厚　r 曽根町1丁目83番地 52－8234日知屋・

@細　島 黒　木　武　敏 細島928番地 52－8603

　また、昨年お亡くなりになりました、民生委員・児童委員

の成合常男さんの後任に疋田義男さん（塩出地区担当實54－

0332）がなられました。成合さんのご冥福を祈ります。

軸
ン
㌦ぺ勧

性

　高校生ボランティアグループ「世界樹」（⑬

り発足はいつですか
　冒F成5年7月です．．「自分達を必．要としてくれる

人のために何かお手伝いはできないか」ということ
で集まりました．．

ワPRをどうぞ
　市内の高校生24名で構成しています．現在．、富島

高校が21名．他に都農高校、聖ウルスラ学園、日章
学園の仲間がいます．
　今の活動は．毎月第2L曜日の休日を利用して、
あかつき学園を訪問したり．ホームヘルパーrさんの
お手伝いをしたりしています．また．各種募金活動
や奉仕作業も行っています．
　今後は、施設訪問も枠を広げて、多くの力．のお手
伝いをしたいと思っています．
　現在．、部員に男r・生徒が一人しかおらず、また3
年生がほとんどなので．部員を募集しています．目
向市内に住んでいる高校生か．または、市内σ）高校
に通っている高校生で、私たちと．一緒に活動してく
れる乃『を待ってます．

　連絡・問い合わせば、社会福祉協議会の谷rH君52
－25721まで．

（
塩
田
）

古
本
寛
ぬ
、
o
・
安
子
さ
ん
の

長
女
・
佳
奈
子
ち
ゃ
ん
（
3
歳
－
o
カ
月
）

、．・ ﾝも，

今日は、家族みんなで凧あげ

にきたの。大好きなセーラー

ムーンの凧をあげるのよ。

お母さんから一言

優しい，思いやりのある人
になってほしいですね。

日
向
っ
子

あ
て
ん
け
ち

⑯

）
ノ

』
イ
ム
F

とば
＜
＜
ん

今、スイミングスウールに

通っているんだ。早く泳げ

るようになりたいな。

お父さんから一言

兄弟喧嘩もするけど，元気

が一番。明るく育ってほし
いですね。

ゼ

（
酋
根
町
4
丁
目
）

岸
本
泰
生
・
典
子
さ
ん
の

長
男
・
遼
太
く
ん
（
6
歳
3
カ
月
）

長
女
・
紗
由
美
右
や
ん
（
7
歳
8
カ
月
）

次
女
・
泰
葉
ち
ゃ
ん
（
2
艦
5
カ
月
）
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れ》
」

れあ報主
月
プ市役所は容52－2111（代表）です。

お
し
ら
せ

●
平
成
6
年
度
の
入
札
参
加
は

平
成
6
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
業
務
委
託
、
物
品

購
入
な
ど
の
指
名
競
争
入
札
、

又
は
見
積
り
合
わ
せ
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
「
参
加
資
格

審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
要
領
は
次
の
と
お
り

で
す
．
．
ま
た
、
今
回
よ
り
建
設

工
事
と
業
務
委
託
は
有
効
期
間

が
2
年
間
と
な
り
ま
す
。
（
物

品
購
入
は
今
回
は
追
加
受
付
の

た
め
、
有
効
期
間
は
1
年
間
で

す
。
昨
年
、
物
品
購
入
の
申
請

書
を
提
出
し
た
方
は
今
回
手
続

き
は
不
要
で
す
。
）

《
対
象
》

建
設
工
事
1
1
土
木
、
建
築
、
舗

装
、
電
気
、
水
道
（
管
）
、
塗
装
、

造
園
、
板
金
な
ど
。

業
務
委
託
1
1
測
旦
里
、
設
計
、
補

償
、
調
査
、
警
備
、
清
掃
、
運
搬
、

各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
。
物

品
購
入
1
1
印
刷
、
事
務
用
品
、

電
化
製
品
、
記
念
品
、
被
服
、

自
動
車
、
カ
メ
ラ
、
家
具
、
看
板
、

建
具
な
ど
。

《
申
請
書
の
様
式
と
添
付
書
類
》

建
設
工
事
1
1
建
設
省
の
統
一
様

式
の
申
請
書
（
口
向
地
区
建
設

業
協
会
含
⑫
4
1
3
8
に
あ
り

ま
す
）
と
①
工
事
経
歴
書
②
営

業
所
一
覧
表
③
技
術
者
経
歴
書

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

（
経
営
事
項
審
査
申
請
書
）
⑤
建

設
業
許
可
証
明
書
（
更
新
手
続

中
で
あ
れ
ば
そ
の
申
請
書
の

控
）
⑥
市
税
完
納
証
明
書
（
法

人
の
場
合
は
、
法
人
と
個
人
の

両
方
）
⑦
建
設
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
証
書
ま
た
は
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
加
入
証
書

⑧
法
人
登
記
簿
謄
本
（
法
人
組

織
の
場
合
）
⑨
使
用
印
鑑
届
（
原

本
）
⑩
年
間
委
任
状
（
市
外
に

本
社
等
が
あ
る
場
合
）

業
務
委
託
1
1
建
設
省
の
統
「
様

式
の
申
請
書
（
建
設
省
延
岡
工

事
事
務
所
容
0
9
8
2
⑳
ー
ユ

5
5
に
あ
り
ま
す
）
と
①
測
量

等
実
績
調
書
②
経
営
規
模
等
総

括
表
③
技
術
者
経
歴
書
④
営
業

所
一
覧
表
⑤
各
業
種
の
許
可
証

⑥
市
税
完
納
証
明
書
（
法
人
の

場
合
は
、
法
人
と
個
人
の
両
方
）

⑦
法
人
登
記
簿
謄
本
（
法
人
組

織
の
場
合
）
⑧
使
用
印
鑑
届
（
原

本
）
⑨
年
間
委
任
状
（
市
外
に

本
社
等
が
あ
る
場
合
）

物
品
購
入
1
1
日
向
市
が
指
定
す

る
様
式
の
申
請
書
（
市
契
約
管

理
課
に
あ
り
ま
す
）
と
①
市
税

完
納
証
明
書
（
法
人
の
場
合
は
、

法
人
と
個
人
の
両
方
）
②
法
人

登
記
簿
謄
本
（
法
人
組
織
の
場

合
〉
③
年
間
委
任
状
（
市
外
に

本
社
等
が
あ
る
場
合
）

受
付
期
間
は
、
2
月
1
日
か
ら

2
月
2
8
日
ま
で
で
、
申
請
書
は

市
契
約
管
理
課
に
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
今
年
度
よ
り
水

道
課
受
付
分
は
契
約
管
理
課
に

て
一
本
化
し
て
受
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
水
道
課
に
別
に
申
請

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
契
約
管

理
課
（
費
⑭
5
7
6
1
）
へ
。

　何人も午後8時から翌日午前8時までの間

は、選○運勤のため街頭○説をするこ○がで

きない。

　　夜間の街頭演説の禁止（法第16條の6）

　上の○にはどんな文字があてはまります
か？答えをハガキに書いて　〒883E】向市本

町三番5号　日向市役所選挙管理委員会あて

2月10日までにお出しください。正解者多数

のときは、抽選で3人のかたに記念品をさし

あげます。

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話

番号をはっきり記入してください。

　先月号は「業」「町」「委」が正解で、応募19

人、正解19人でしたので抽選の結果、次のか

たに記念品をさしあげます。（敬称略）

つ黒木美春（日向台）2三樹ミヨ子（曽根町）

④伊藤喜代司（山手町）
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●
盲
教
育
資
金
融
資
制
度

矯
ツ

、．

冠
v
浴

白バラケイズ

⑳麗

市
で
は
今
年
度
よ
り
教
育
資
金

の
融
資
を
行
い
ま
す
。

対
象
1
1
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
①
日
向
市
内
に
居
住
す
る

方
で
、
子
弟
の
教
育
資
金
の
必

要
な
方
②
子
弟
が
高
等
学
校
、

専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
等
へ

入
学
の
決
定
し
た
二
又
は
在
学

し
て
い
る
者
。
③
教
育
資
金
の

償
還
を
終
え
る
と
き
の
年
齢
が

65

ﾎ
未
満
で
、
年
間
所
得
金
額

が
一
千
万
円
以
下
の
償
還
能
力

を
有
す
る
者
。
④
市
税
等
を
滞

納
し
て
い
な
い
者
。

融
資
額
1
1
平
成
5
年
度
は
、
百

万
円
以
内
（
平
成
6
年
度
以
降

は
二
百
万
円
以
内
を
予
定
）

返
済
期
間
1
1
7
年
以
内

利
率
一
打
％

申
し
込
み
1
1
宮
崎
県
労
働
金
庫

日
向
支
店
に
備
え
付
け
の
借
入

「

，

下水道課からのお願い

まちにうるおい

下水道事業受益者負担金制度について

　下水道事業には多額の事業費がかかりますが、市民の皆さ

んから納めていただいた税金を、一部の区域に多額に投入す

ることは不公平になります。

　そこで，下水道が整備されることによって利益を受ける区

域の方に，その建設費の一部を負担していただく制度が『下

水道事業受益者負担金制度』です。これまで第4．次処理区域

までの地権者の皆さんに賦課しており、納入をお願いしてい
ます。

　納入にご協力を

　納付書あるいはロ座振替により納入していただいておりま

すが、期限がきているのにお忘れになっている方もおられる

ようです。　期限がきているのにまだ納入のお済みでない方

は、早めに納入していただきますようお願いいたします。

　お問い合わせば、市下水道課・業務係（君内線2623）へ。

、

せ
～
ら
0

知
一

お
丁
8

ン
ム
一

泊
M

】
ロ
目

メ
0

力
F

ン
～
イ
’

申
請
書
を
窓
ロ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
1
1
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
内
線
2
4
1
3
）

●
広
域
農
道
の
交
通
規
制

宮
崎
県
が
施
行
す
る
広
域
農
道

事
業
に
よ
り
塩
見
・
権
現
原
の

恒
河
橋
の
架
け
替
え
工
事
が
平

成
6
年
2
月
か
ら
8
月
ま
で
約

8
カ
月
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
期
間
、
車
両
は
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
（
小
型
車
に
つ
い

て
は
迂
回
路
が
あ
り
ま
す
）

劃
市街地

権現原浄水場

鵜
毛→

．
．
藤

園農協塩見支
店

笹河橋
L

冊舖県経済連

国
道
謝
引
引
　
↓

←
奥
野

東郷

●
福
祉
用
ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話

こ
の
度
N
T
T
で
は
、
言
葉
や

耳
な
ど
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

に
対
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
の

付
加
機
能
使
用
料
を
無
料
と
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
現
在
受
付
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
お
申
し
込
み

の
際
は
、
障
害
者
手
帳
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
最

寄
り
の
N
T
T
営
業
所
の
窓
口

（
倉
0
1
2
9
1
2
1
4
4
4
）

●
財
光
寺
南
地
区
の
区
画
整
理

　
事
業
が
本
格
ス
タ
ー
ト

市
は
、
財
光
寺
南
土
地
区
画
整

理
事
業
の
事
業
計
画
の
決
定
の

公
告
を
平
成
5
年
1
2
月
1
5
日
に

行
い
ま
し
た
．
、
こ
れ
に
伴
っ
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
注
意
を
す

る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
の
で
あ

ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
末
登
記
権
利
の
申
告
》

施
行
地
区
内
の
宅
地
に
つ
い
て

の
所
有
権
以
外
の
権
利
（
借
地

権
等
）
登
記
を
し
て
い
な
い
方

は
、
市
に
申
告
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。《
建
築
な
ど
の
制
限
》

施
工
地
区
内
の
土
地
で
次
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
市
長
の
許
可
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

①
土
地
の
形
質
の
変
更

②
建
築
物
の
新
築
、
増
築
、
改

築
な
ど

③
5
ト
ン
以
上
の
物
件
の
設
置

又
は
た
い
積

《
権
利
（
土
地
・
建
築
物
）
の

　
変
動
に
つ
い
て
》

　
土
地
等
の
権
利
の
変
動
に
つ

い
て
は
、
次
の
こ
と
が
あ
る
の

で
あ
ら
か
じ
め
市
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
権
利
の
変

動
後
は
、
必
ず
市
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

①
区
画
整
理
区
域
内
の
土
地
は
、

使
用
に
つ
い
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。

②
従
前
地
に
照
応
し
て
仮
換
地

が
指
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
減
歩

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
評
価

に
応
じ
て
清
算
金
の
徴
収
や
交

付
の
権
利
義
務
が
生
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
1
1
市
区
画
整
理
課

（
8
内
線
2
7
1
7
）
へ
。

●
還
暦
式
に
ご
参
加
を

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
1
1
3
月
1
3
日
（
日
）
午

前
1
0
時
か
ら

と
こ
ろ
1
1
市
中
自
公
民
館

対
象
1
1
昭
和
8
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
9
年
4
月
1
日
ま
で

に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
方
で

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
。

内
　
容
1
1
式
典
、
記
念
講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市

教
育
委
員
会
、
社
会
教
育
課
（
倉

内
線
2
4
2
3
）

ぼ
し
ゅ
う

●
冬
の
星
空
を
見
る
会

オ
リ
オ
ン
座
、
お
お
い
ぬ
座
、

こ
い
ぬ
座
、
ふ
た
ご
座
等
に
代

表
さ
れ
る
冬
の
星
た
ち
。
星
座

は
一
年
中
で
一
番
美
し
く
輝

き
、
そ
の
神
秘
さ
は
限
り
な
い

ロ
マ
ン
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

と
き
1
1
2
月
1
2
日
（
土
）

午
後
6
時
3
0
分
か
ら
8
時
ま
で

※
雨
・
曇
天
は
中
止
で
す

と
こ
ろ
1
1
日
向
岬
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク

用
意
す
る
も
の
1
1
筆
記
用
具

※
天
体
望
遠
鏡
・
星
図
は
、

持
っ
て
い
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ

い
，
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市

中
央
公
民
館
（
費
⑬
6
8
6
エ

●
障
害
者
職
業
訓
練
生
の
募
集

市
は
、
今
年
還
暦
式
を
迎
え
る

方
を
祝
い
励
ま
す
『
還
暦
式
』

を
行
い
ま
す
。

1
月
1
8
日
現
在
で
住
民
票
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
教
育

委
員
会
か
ら
往
復
は
が
き
で
ご

案
内
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い

な
い
方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
2
月
1
5
日
半
で
に
「
郵

便
は
が
き
」
に
住
所
・
氏
名
・

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
（
鹿
児
島
県
入
来
町
）
で
は
、

平
成
6
年
度
の
職
業
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
定
員
門
百
名

訓
練
期
間
1
1
ー
ケ
年

入
校
資
格
ロ
身
体
障
害
者
手
帳

又
は
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
方
で
、
身
辺
処
理
が
自
立
し

て
い
る
者
。

募
集
期
間
1
1
2
月
2
5
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
1
ー
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

日
向
（
費
⑫
4
1
3
1
V
、
市
福

祉
事
務
所
（
燈
内
線
2
1
7
1
）

●
9
4
日
向
市

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

と
き
1
1
3
月
6
日
（
旦

午
前
8
時
受
付

と
こ
ろ
1
1
財
光
寺
中
学
校
、
財

光
寺
小
学
校
、
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー

参
加
料
1
1
ー
チ
ー
ム
・
六
百
円

申
し
込
み
1
1
2
月
2
4
日
（
木
）

ま
で
に
市
教
育
委
員
会
・
社
会

体
育
課
（
8
内
線
2
4
5
3
）

へ
。
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レ市政ニュース・行事は市政デレホンサービス實52－2000へ

　歯科医師会だより

　今回から歯が数本抜けたときに補

う人れ歯についてのお話しです

　入れ歯には、歯を失ったところに

両側に残った歯を利用して橋渡しし

て接着剤でガ・ノチリ固定して入れる

固定式の「ブリッジ」と、歯を夫つ

たところに人口の歯を植え込み、バ

ネで両隣の歯に引っかけて止め、取

り外しのきく「局部床義歯」という

二つのタイプがあります　どちらを

選ぶかは、欠損部の歯の状態、欠損

した歯の位置、欠損歯の数によって

決められてきます．

　ブリッジの長所は、安定性が非常

によいことです　咀噌によってはず

れる心配もなく、自分の歯と同じよ

うに食べ物を噛むことができます．

短所は．両側の歯を削り冠をかぶせ

やすい形に整える必要があります

むし歯のせいで、冠をかぶせなけれ

ばならない歯なら問題ありません

が、健康な歯の場合は、人工歯1本

のためにわざわざ2本も犠牲にする

ことになります．．冠をかぶせた歯は、

どうしても歯垢がたまりやすいの

で、取り外しの歯以上に清掃をよく

する必要があります．残っている歯

は何本かあるが、ブリ・ノジを使うの

は無理というときに利用するのが局

部床義歯です、局部床義歯の長所、

短所については次回にお話ししま
す．

恥
－

　
…
…

親子映写会
①スノーマン
　〔アニメーション・26分1

②竹とんぼ一ともだち一
　〔劇映画・25分｝

市中央公民館・日向入郷ライブラリー

2月16日（水）19＝00～

市中央公民館　視聴覚室

○乳幼児の健康診査
　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）

日　時◇2月10日、25日　　　13：00－14：00受付

場　所◇日向保健所（君52－5101）

対　象◇平成5年11月生まれ

　7か月児健診（毎月第3金曜日）

日　時◇2月18日　　　　　13：00～14；00受付

場　所◇日向保健所（倉52－510D

対　象◇平成5年7月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回、誕生の翌月）

日　時◇2月9日（水）　　　13：10－14：00受付

場　所◇日向市健康管理参《費内線2181・2182）

対　象◇平成5年1月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回、誕生の翌月）

日　時◇2月17日（木）　　　13：10～14：00受付

場　所◇日向市健康管理言三（費内線2181・2182）

対　象◇平成4年7月生まれ

　3歳児健診（毎月第1金曜日）

口　時◇2月4日（金）　　　13：10～14：00受付

場　所◇日向市健康管理計（燈内線2181・2182）

対　象◇平成2年10月生まれ

02月の休日在宅医

■主　催

■と　き

■ところ

納税メモ（2月）

　国民健康保険税　　8期

一納税で住みよい日向のまちづくり一
市県民税の申告は2月7日から3月15日までです．

人口と世帯　・5．口川内は棚比

世　　帯　　数　　　 19，883世帯　　〔十20）

ノ、　　　　　［一」　　　58，428　ノ、　　　1十4P

　　男　　　　　　　27，414　ノ曳　　　〔十28）

　　女　　　　31，014人　　〔＋13）

誓！［

2－

ザ‘

ノ

3か月児・7か月健康診査

・身体計測（身長・体重）

・問　　診

傑贈二二1髪撃発）

・小児科医診察

・集団指導
薦尋凝ll；1：ぞ：：：難量）

1歳児健康相談
・身体計測　　　・問診

・育児相談〔育尼、臨接腫につ」・て

・栄養指導

（早早男子欝）

1歳6か月児・3歳児健康診査

・身体計測・問診・内科診察

・薗科診察・集団指導

※母子健康手帳も忘れずに’

　　　　　，

6日

三ケ尻医院（整形外科盈⑫5557）　康田医院（産婦人科倉⑬

V788）松岡医院（内科雪⑫5407）沼田医院（皮・泌尿器科

N⑫3785）

ll日
浦上医院（内・外・胃腸科費⑫2936）稲原眼科（含⑫2209）

L島病院（精神・内科倉⑭6801）

13日

黒木医院（内科倉⑫6055）　萩原眼科（雪⑬7222）　1［i元医

@（小児科含⑬6066）　大平医院（内・整形・理学療法認容
K3337）

20日
甲斐医院（外科容⑬5000）児玉医院（小児科燈⑫2530）安

蝿繪@（内科實⑬4788）

27日
和田病院（内・外・放・脳外科費⑫0011）　田中眼科（δ（⑬

S788）　緒方医院（内・呼・循環器科含⑬6333）

※当番医が変わることがあります。テレホンサービス（岱53－1214）で確認を。

　今月の表紙

　1月16日、新春

ロードレース大会

が市役所から本谷、HYUGA＿
のコースで行われ　　　　　＿．．、

ました、

　　　　　　　　　　　　へ今年も小学生から　　　　　　　　一

60歳以．しの各クラスに約400人が参加

しました．

　沿道の「ファイト！ファイト！」の声

援に、みんな．・生懸命走っていました，

　　ピリオド　〈∈尋
　新年明けましておめでとうございま

す、今年も「広報ひゆうが」をよろし
くお願いいたします．

　皆さん、今年はどんなお止月を過ご

しましたか，私は、元旦の早朝から初
泳ぎ大会の取材に行って来ました，

そこで見た初日に向かい、今年はもっ
と皆さんに読まれ愛される広報を作ろ
うと決心しました、

　今年も一生懸命頑張りますので、情

報の提供やご指導をよろしくお願いし
ます．　　　　　　　　　　　＜Y＞
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